
　　　　【現状機能】　2007年より本格運用開始 　　　　【制限付機能】
１、電子メールによる注意喚起文章の送受信、及び船舶間での情報交換 １、インターネット利用による海気象情報の把握
２、バンカーオーダーメール機能による給油実績の把握 　　・ＵＲＬ限定により月星海運ホームページ（ＴＯＰ頁）の公開
３、キッズ携帯による船舶位置情報のリアルタイム送信 　　・海上保安庁・気象庁ホームページ閲覧による海気象情報の事前把握（※１）
　　・配船計画システムとの連携による動静情報（入港・着岸・出港）の自動補正 　　　※１　パケット定額制導入による実現を検討中
４、ＧＵＩを利用したチェック機能の強化
　　・船舶／陸上画面を双方同一にさせる事により、問合せ・入力指導の強化 ２、海上保安庁ライブカメラ映像による安全航行の実施
５、アブログ（航海・機関・燃料）情報の報告処理 　　・現在パケット制限により利用を制限している。　（※１）
６、船舶ＰＣ入力情報を元に運航実績（Ｌ／Ｍ、Ｌ／Ｈ、航海時間、マイル数等）のデータ解析（ＢＯ）
７、航海撮要日誌／機関撮影日誌の電子化
８、船舶設置パソコンの遠隔操作（乗務員説明・問合せ対応等）

月星海運株式会社

＜新船舶動静管理システム（月星海運資産）の主な機能及び各関連システムの構成について＞
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ＩＢＭ南港DC

資料１－３

tanaka-h2wd
四角形



【配船計画システム概要】

　＜出荷可能／出荷予測財源の表示＞ ＜バース計画表示＞ ＜船舶動静一覧＞
　　・積地→揚地にて出荷財源を表示 ・出荷財源＋輸送船舶を選択後、各沿岸河岸のバース調整 ・船舶輸送計画の表示

＜船舶動静一覧＞
・船舶動静画面

　＜対象船舶の表示＞
　・出荷財源輸送船舶の表示

＜船舶航跡＞
・社線＋専属船＝４０隻　　、　　過去７日間データ保持

　＜航海撮要日誌／機関撮影日誌の電子化＞


